





















以降、 2011年 1月に出された中央教育審議会答申「今後の学校におけるキャリア教育 ・職
業教育の在り方について」（中央教育審議会， 2011)に至るまでの、教育行政におけるキャリ
ア教育の展開を、川崎 (2010) は表 1のようにまとめている。
表 1 これまでのキャリア教育とこれからのキャリア教育
文部科学省 (2004.2006) 中央教育審議会 (2008a,2009) 
はぐくむもの 勤労観・職業観 基礎的・ 汎用的な能力
キャリアのとらえ方 「意識」としてのキャリア 「能力」としてのキャリ ア
働きかける対象 意欲．態度 知識• 技能





















文部科学省 (2004) 中央教育審議会 (1996) 中央教育審議会 (2008b)
概念 4領域8能力 生きるカ 学士力
要素 ・人間関係形成能力 • 自ら学び自ら考えるカ ・知識 ・理解
・情報活用能力 ・豊かな人間性 • 汎用的技能
・将来設計能力 ・ 健康や体力 ．態度 ・志向性
・意思決定能力 ・総合的な学習経験と創造的
思考力
経済産業省 (2006) 厚生労働省 (2004) 内閣府 (2003)
概念 社会人基礎力 就職基礎能力 人間力
要素 • 前に踏み出すカ ・コミュニケーション能力 • 知的能力的要素
・考え抜くカ ・職業人意識 ・社会・対人関係力的要素
・チー ムワー ク • 基礎学力 • 自己制御的要素
・ビジネスマナー






































として提示した、人間関係形成能カ ・情報活用能カ ・将来設計能カ ・意思決定能力からなる
























また、初年次キャリア教育の実践では、 「自己理解」 （興味 • 関心、能カ ・適正や自己実
現の方法の理解を得させる活動） 、 「進路理解」 （様々な役割や職業の情報、学校情報など
の理解を得させる活動）、 「体験活動」 （啓発を意図し、課題解決を目的とした経験につな








































事 ・ 新採 2 年目の男女教諭）による進路講話」「幼 •小• 中学校授業参観（各自 、 区教育委員














児童学科 1年 110名、 2年 109名計 219名に調査を行った。［資料IJ 
調査結果をもとに、 4因子の仮定のもと、最尤法、プロマックス回転で因子分析を行い、






クロンバックのa係数は、第 l因子で 0.734、第 2因子で 0.760、第 3因子で 0.779、第 4
因子で 0.790であった。





の回答を 4,-._,1点として得点化した。各視点についての最小値は 4、最大値は 16である。
対象は 1学級 18名であるが、前期始 (5月 10日）、前期末 (7月 27日）［資料ilJ、学年末




項 目 I 皿 IV 
第 1因子：「かかわる力」（他者と協力して社会をつくり上げる力） a =O. 734 
① リーダー・フォロアーシップを発揮して、相手の能力
を引き出し、チームワークを高める。 0. 760 -0. 064 -0. 022 0. 007 
② 「やろうじゃないか」と呼びかけ、目的に向かって周囲
の人々を動かしていく 。 0. 743 -0. 010 -0. 026 -0. 005 
③ 異年齢の人や異性等、多様な他者と、場に応じた適切
なコミュニケーションを図る。 0. 545 0.098 -0 031 -0. 080 
④ 状況に応じて、社会のルールに則って自らの発言や行
動を適切に律する。 0.498 0.013 0. 105 0.062 
第 2因子．「みつめる力」（自分を知り伸ばそうとする力） a =O. 760 
① どのような意識のもとで本学科に入学し、今後どのよ
ように取り組んでいくかがはっきりしている。 -0. 027 0. 710 -0. 170 0.077 
② 労慟意欲をしつかりと持ち、将来像を含めて自身を明
明確化する。 0. 100 0. 650 -0. 121 0. 112 
③ 専門的な知識を身につけ、自分の将来像を展望して進
路を模索する。 0. 025 0. 621 0. 166 -0. 122 
④ 今行っていることを進路選択に結びつけて考える。
-0.072 0. 609 0. 234 -0. 062 
第3因子 ：「もとめる力」 （課題を見つけ解決する力）ex =O. 779 
① 情報の収集や、交渉、調整などを通じて困難を克服し
ながら目標を達成する。 -0 057 -0. 023 0. 877 -0. 073 
② 理想と現実との葛藤経験等を通し、様々な困難を克服
するスキルを身に付ける。 -0. 039 -0. 015 0. 578 0. 166 
③ 絶えず問題意識を持って取り組み、解決の方法を自分
の力で考える。 0.058 0. 038 0 574 0 111 
④ さまざまな場面を想定し、必要な準備とステップを考
る。 0.252 -0. 051 0 478 0 048 
第4因子・「えがく力」 （キャ リアを形成していく力）a =O 790 
① 卒業後の進路や職業・産業の動向について、多面的に
情報を集め検討する。 -0. 011 -0. 066 -0. 039 0. 892 
② 就職後の学習の機会や、卒業時の就職等に関する情報
を探索する。 -0. 074 0. 002 0.038 0. 813 
③ 職業生活における権利・ 義務や貴任及び職業に就く手
続き・方法などが分かる。 0.082 0. 083 0.050 0.469 
④ 多様な選択肢の中から、自己意思と責任で当面の進路や
や学習を主体的に選択する。 0.036 0. 137 0.094 0.425 
因子相関行列
因子 I I I N 
I 1. 000 0 499 0. 641 0 545 
I 0.499 1. 000 0. 612 0. 500 
m 0. 641 0. 612 1. 000 0. 623 



































平均値で見る限り 、どの能力も 1回目より 2同目 、2同目より 3同目と、測定回数を重ね
るごとに増加 してお り、それは表 5から全てが有意な増加であるこ とが言える。
表4 測定結果
能力 1回目 2回目 3回目
かかわるカ 10. 33 11. 11 11. 89 
みつめるカ 10.83 11. 72 12. 89 
もとめるカ 9.89 10. 72 11. 56 
えがくカ 9. 78 10. 56 11. 44 
表 5 t検定結果
能力 比較 t値 自由度 (N=18) 有意確率 （両側） 有意水準
1回目と 2回目 2.296 17 0.035 ＊ 
かかわるカ 2回目と 3回目 3. 289 17 0.004 ＊＊ 
1回目と 3回目 5 102 17 ゜ ＊＊＊ 1回目と 2回目 3.063 17 0.007 ＊＊ 
みつめるカ 2回目と 3回目 2. 93 17 0.009 ＊＊ 
1回目と 3回目 4.395 17 ゜ ＊＊＊ 1回目と 2回目 2 439 17 0. 026 ＊ 
もとめるカ 2回目と 3回目 2 675 17 0 016 ＊ 
1回目と 3回目 4 61 17 ゜ * * * 1回目と 2回目 2 117 17 0 049 ＊ 
えがくカ 2回目と 3回目 2 582 17 0.019 ＊＊ 















































































































































































































1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回 12回 13回 14回 15回
能力
領域説明













礎 自己 「したいこと」について、社会との相互関 【みつめる力】
的 理解 係を保ちつつ今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解に基づき主 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ． 自己 体的に行動すると同時に、自らの思考 自分を知り伸ばそう











プラ 踏まえて「i動くこと」を位醤付け、多様な 果たすべき役割を自 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 生き方に関する様々な情報を適切に取
ンニ 捨選択・活用しながら、自ら主体的に ら判断し形成していく
ング 判断してキャリアを形成していくカ 力
自己理 コミュニ 自己理 コミュニ進路理舷， 自己 進路理解 自己 自己 体験 ケー ケー 進路 自己キャリア 教 育 の活動 コミュニケー コミュニケー 解，進 体験活動 解，進
ション活動 理解 ション活動 理解 理解 活動 路理解 ション 路理解 ション 理解 理解活動 活動
不安・
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1 他者の価値観や個性のユニークさを理解し、それを受け入れる。 4 3 2 1 
2 自己の思いや意見を適切に伝え、他者の意見等を的確に理解する。 4 3 2 1 
3 異年齢の人や異性等、多様な他者と、場に応じた適切なコミュニケーションを図る。 4 3 2 1 
4 リーダー・フォロアーシップを発揮して、相手の能力を引き出し、チームワークを高める。 4 3 2 1 
5 「やろうじゃないか」と呼びかけ、目的に向かって周囲の人々を動かしていく。 4 3 2 1 
—.. ' ' 
6 自分の意見をわかりやすく整理した上で、相手に理解してもらうように的確に伝える。 4 3 2 1 
7 相手の話しやすい環境をつくり、適切なタイミングで質問するなど相手の意見を引き出す。 4 ， 3 2 1 - 「 '1 8 自分のルールややり方に固執するのではなく、相手の意見や立場を尊重し理解する。 4 2 ， 状況に応じて、社会のルールに則って自らの発言や行動を適切に律する。 4 3 2 戸
10 社会生活を送る上で、あいさつをする、時間を守るなどのスキルを意識的に身につける。 4 3 2 1 
11 積極的に進路選択についての体験談を聞くなどして、自分の進路決定の意味を考える。 4 3 2 1 
12 労働意欲をしつかりと持ち、将来像を含めて自身を明確化する。 4 3 2 1 
13 自己の職業的な能カ・適正を理解し、それを受け入れ伸ばそうとする。 4 3 2 1 
14 ストレスを感じることがあっても、成長の機会だとポジティブに捉えて肩の力を抜いて対応する。 4 3 2 1 
15 指示を待つのではなく、自らやるべきことを見つけて積極的に取り組む。 4 3 2 1 
16 チームで仕事をするとき、自分がどのような役割を果たすべきかを理解する。 4 3 2 1 
17 自分に不足している知識・スキルを認識し、大学時代に習得すべきことを明確にする。 4 3 2 1 
18 いろいろなことに前向きに挑戦し、自分の可能性を確かめる。 4 3 2 1 
19 自分の興味•関心に沿った学習と、学習以外で関心のあることに打ち込む。 4 3 
I 
2 1 
20 体験したことが、自分にとってどのような意味をもたらすのか考える。 4 3 2 1 
21 どのような意識のもとで本学科に入学し、今後どのように取り組んでいくかがはっきりしている。 4 3 2 1 
22 豊富な体験と経験をよりよく活用するするため、自ら実践する。 4 3 2 1 
23 今行っていることを進路選択に結びつけて考える。 4 3 2 1 - --
24 専門的な知識を身につけ、自分の将来像を展望して進路を模索する。 4 3 2 1 
25 自分のよいところを見つけようとし、さらにそれを伸ばす。 4 3 2 1 
26 職業についての総合的・現実的な理解に基づいて将来を設計し、進路計画を立案する。 4 3 2 1 
27 将来設計、進路希望の実現を目指して｀課題を設計し、その解決に取り組む。 4 3 2 1 
28 自分を生かし役割を果たしていく上での様々な課題とその解決策について検討する。 4 3 2 1 
29 理想と現実との葛藤経験等を通し、様々な困難を克服するスキルを身に付ける。 4 3 2 1 
30 言われたことをやるだけでなく自ら目標を設定し、失敗を恐れず行動に移し、粘り強く取り組む。 4 3 2 1 
31 課題の解決に向けた複数のプロセスを明確にし、最善のものは何かを検討し、それに向けた準備をする。 4 3 2 1 
32 既存の発想にとらわれず、課題に対して新しい解決方法を考える。 4 3 2 1 
33 慟くことへの関心や意欲を持ちながら進んで課題を見つけ、レベルアップを目指す。 4 3 2 1 
--—--·-· 34 情報の収集や、交渉、調整などを通じて困難を克服しながら目標を達成する。 4 3 2 1 
35 絶えず問題意識を持って取り組み、解決の方法を自分の力で考える。 4 3 2 1 
36 自ら多くのことを体験し、いろいろな場面での対応にそれを生かす。 4 3 2 1 
37 問題に直面したとき、自分の考えを持ったうえで指導を仰ぐ。 4 3 2 1 
38 さまざまな場面を想定し、必要な準備とステップを考える。 4 3 2 1 -_ , 
39 社会規範やマナー等の必要性や意義を体験を通して理解し、習得する。 4 3 2 1 
40 ， 学校・社会において自分の果たすべき役割を自覚し、積極的に役割を果たす。 4 3 2 1 
--
41 ライフステージに応じた個人的・社会的役割や汽任を理解する。 4 3 2 1 
42 将来設計に基づいて、今後取り組むべき学習や活動を理解する。 4 3 2 1 
43 生きがい・やりがいがあり、自己を生かせる生き方や進路を現実的に考える。 4 3 2 1 
44 卒業後の進路や職業・産業の動向について、多面的に情報を集め検討する。 4 3 2 1 
45 就職後の学習の機会や、卒業時の就職等に関する情報を探索する。 4 3 2 1 
46 選択の基準となる自分なりの価値観、職業観・勤労観を持つ。 4 3 2 1 
47 多様な選択肢の中から、自己意思と責任で当面の進路や学習を主体的に選択する。 4 3 2 1 
48 進路希望を実現するための諸条件や課題を理解し、実現可能性について検討する。 4 3 2 1 
ー 1 I 
49 職業生活における権利・義務や責任及び職業に就く手続き・方法などが分かる。 4 3 2 1 
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就職後の学習の機会や、卒業時の就職等に関する情報 4 3 2 1 
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